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長
く
続
く
ミ
ル
ク
ロ
ー
ド

今
年
も
沢
山
の
観
光
客
が
、

こ
の
道
を
通
り
抜
け
て
行
っ
た
。

もくじ

～､ 
３－〈シリーズ＞

未来を担う若者ADB
飯島哲夫

４－５ 一<営農技術＞

サイレージの二次発酵とｊｂｊ策
北根室地区農業改良普及所

６〈わが家の人気者＞

ちょっと生意気なところがかわいいのよ

上原美晴ちゃん

７－根室管内農業賞受賞

晴れやか秋Ill政雄さんご夫妻

８－９－ヨーロッパ酪農事情視察報告ﾊﾟｰﾄ１１
西ドイツの村おこし遮動

１０－第40回全道JA婦人部大会に参加区

1１根釧地区JA青年部交流集会開催される

1２俣落開基75周年記念式鋤f開催される

14～１５一アメリカ･カナダ酪農研修に動Ⅱして

１７－酪農技術研修講座報告

フリーストール牛舎７iii談をする前に

１９－理事会の経過

←、

2Ｃ <暮らしの知恵袋＞

家計簿で1年を振り返ってみましよう
化根室地区腱業改良普及所

22-23-今月のフオトアルバム

２ 



当
幌
の
飯
島
牧
場
は
、
哲
夫
さ
ん
で

二
代
目
。

昭
和
三
年
、
飯
島
午
之
助
さ
ん
が
埼

玉
県
か
ら
現
在
地
に
一
人
値
、
そ
の
当
時

一
一
．
歳
だ
っ
た
と
い
う
光
温
郎
さ
ん
（
街

あす

宗癩を
担う若譽

飯島哲夫さん(27歳）当幌

配
合
飼
料
も
今
ま
で
の
「
倍

や
り
、
粗
飼
料
給
与
（
サ
イ
レ
ー
ジ
｝

も
二
回
か
ら
三
回
や
っ
て
み
ま
し
た
。

そ
う
し
た
と
こ
ろ
、
乳
量
も
グ
ー
ン
と

お
も
し
ろ
い
く
ら
い
伸
び
た
」
と
言
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
乳
量
が
出
た
分
解
代

夫
さ
ん
の
父
）
か
二
代
目
、
そ
し
て
哲

夫
さ
ん
が
今
の
経
営
主
で
あ
る
。

入
植
当
時
は
土
地
が
卜
嘘
ほ
ど
だ
っ

た
そ
う
で
す
が
、
｜
代
、
二
代
と
土
地

謙
一
開
墾
し
、
へ
７
で
は
二
－
九
地
ほ
ど
の

農
地
に
な
っ
て
い
る
。

哲
夫
さ
ん
が
光
五
郎
さ
ん
か
ら
経
営

を
譲
り
受
け
た
の
は
昭
和
六
１
｜
年
、

乳呈500ｔを目指して意欲を燃やす 戸毫

ニ
ト
二
歳
の
頃
で
あ
る
。

そ
の
頃
、
経
産
牛
は
三
十

且
頭
、
乳
量
も
二
目
Ｉ
前
後
、

し
か
し
今
で
は
経
瀧
牛
五
十

頭
、
（
総
頭
数
百
頭
）
出
荷
乳

量
も
四
百
ｔ
に
届
こ
う
と
し

て
い
る
。

哲
夫
さ
ん
が
ま
ず
最
初
に

取
り
組
ん
だ
事
は
、
「
と
に
か

く
牛
に
腹
一
杯
仁
餌
を
食
べ

て
も
ら
う
事
、
そ
の
た
め
に

リ
牛
乳
を
搾
る
た
め
に
は
良
い
粗
飼
料

が
な
く
て
は
だ
め
だ
ね
。
そ
れ
と
い
く

ら
良
い
草
を
作
っ
て
も
、
サ
イ
レ
ー
ジ

調
整
を
う
ま
く
や
ら
な
い
と
」
と
話
す
。

乳
牛
頭
数
も
着
電
に
増
え
、
乳
量
も

伸
び
た
か
今
一
番
問
題
な
の
は
労
働
力
、

そ
こ
で
今
年
は
給
餌
合
と
パ
ド
〃
ク
を

建
設
し
た
。
こ
の
総
餌
舎
を
作
っ
た
事

に
よ
り
、
餌
を
や
る
時
間
は
以
前
の
半

分
く
ら
い
で
済
む
様
に
な
っ
た
。
そ
れ

と
牛
が
適
度
に
連
動
し
な
が
ら
、
自
由

に
餌
を
腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
い
る
せ
い

か
乳
脂
肪
、
無
脂
同
形
分
も
上
が
り
、

安
定
し
良
い
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
の
、
襟
と
し
て
は
、
「
経
産

牛
六
十
頭
で
年
間
搾
乳
量
五
百
１
を
ｎ

指
し
た
い
」
。
そ
の
前
提
に
は
、
フ
リ
ー

１
コ
か
か
り
、
あ
ま
り
利
益
に
は
つ
な
か

Ａ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
れ
か
ら
始
め
た
の
が
餌
計
算
、
個

体
乳
量
、
牛
の
体
調
を
見
な
が
ら
電
甫

を
た
た
い
た
と
の
事
。

「
経
営
を
譲
り
受
け
、
自
分
な
り
に

考
え
な
が
ら
何
何
も
壁
に
ぶ
つ
か
り
、

よ
う
や
く
一
一
こ
ま
で
来
た
が
、
や
っ
ぱ

F2＝ 

鍵

ス
ト
ー
ル
牛
舎
に
パ
ラ
ー
思
考
が
あ
る

よ
う
で
す
。

「
毎
日
が
忙
か
し
く
て
、
も
う
少
し
自

分
の
、
川
な
時
間
か
ほ
し
い
な
～
」
と

話
す
哲
夫
さ
ん
で
す
が
、
牛
を
見
つ
め

る
目
に
は
、
ｎ
分
の
向
か
う
酪
農
の
未

来
が
映
っ
て
い
る
か
の
よ
う
で
し
た
。

家族3人で力を合わせ経営に取り組んでいます 絵餌舎のおかげで餌やＵが楽に癒ったと哲夫さん

,タ



サ
イ
レ
ー
ジ
の

二
次
発
艫
と
対
策

一
北
根
室
地
区
農
業
改
良
普
及
所

冬
の
訪
れ
と
と
も
に
、
本
格
的
な
越

冬
、
サ
ィ
レ
ー
ジ
給
与
の
時
期
と
な
っ

て
い
ま
す
。
貯
蔵
し
た
サ
ィ
レ
ー
ジ
が
、

牛
の
口
元
ま
で
運
ば
れ
る
ま
で
に
「
次

発
酵
（
好
気
的
変
敗
）
と
い
う
や
っ
か

い
な
問
題
が
、
夏
ほ
ど
て
は
な
い
か
存

在
し
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。

こ
の
三
次
発
酵
の
問
題
を
ど
の
よ
う

に
解
決
し
て
い
く
の
か
を
、
以
卜
再
確

認
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｈ
二
次
発
酵
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

サ
イ
ロ
を
開
封
し
サ
ィ
レ
ー
ジ
が
空

気
に
触
れ
る
と
、
嫌
気
的
条
件
で
こ
れ

ま
で
活
動
を
抑
え
ら
れ
て
い
た
好
気
性

微
生
物
、
特
に
酵
輝
、
カ
ビ
が
増
殖
し
、

菌
の
呼
吸
作
用
に
よ
り
変
敗
を
起
こ
す
（

図
一
に
示
す
通
り
発
熱
の
第
一
段
階
は
、

開
封
俊
一
～
二
日
後
の
酵
母
に
よ
る
発

熱
で
、
そ
の
後
の
発
熱
は
カ
ビ
に
よ
る

￣、

発
熱
一
℃
｝
鵬
の
変
化
乳
酸
罰
錘
化
一
％
）

も
の
で
ｕ
あ
る
。

目
二
次
発
酵
し
た
サ
イ
レ
ー
ジ
の
性

質

発
熱
変
敗
に
よ
り
乳
酸
含
量
か
減
少

し
、
皿
の
上
昇
が
見
ら
れ
る
。
蛋
、
質

・
ペ
プ
チ
ド
・
ア
ミ
ノ
酸
の
分
解
が
進

み
Ｖ
Ｂ
Ｎ
（
揮
発
性
塩
燕
態
窒
素
）
が

Ⅲ
昇
す
る
。
可
消
化
養
分
と
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
損
失
、
Ａ
Ｄ
Ｆ
と
Ｎ
Ｄ
Ｆ
の
増
加

を
も
た
ら
す
。
カ
ビ
な
ど
有
害
な
物
を

含
ん
で
い
る
な
ど
の
こ
し
｜
が
い
え
ま
す
。

曰
二
次
発
酵
の
要
因

一
言
で
一
一
一
一
口
え
ば
、
サ
イ
レ
ー
ジ
作
り

に
失
敗
し
た
例
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
以
下
の
要
素
が
関
係
し
て
く
る
『

①
水
分
が
適
正
で
な
い
。

ワピ

０－発
二よる
熱→

酵母
←篭

『
②
『

よ
錘

屯
』

０
０
０
 

５
４
，
 

発
熱
一
℃
｝ 霊鍋

｡7℃ 

己．‐尻７

Ｃ
７
６
５
４
 

Ｉ
４
 

1Ｚ 

サイｑ＞
ﾚーゾヘ

沼弓

ご動Vし域ポ
〆三＝ Ｖ

Ｂ
席
含
雄
の
変
化
一
地

二 ？ 亥、。 －m 【１Ｔ

１１ 
一

⑥－－－－－－ 
℃ＶＢＮ念

ニ
ア戸
ヂ

Ｆ
ｊ
閂
●
１
１ ￣ｘ、

ご一色■－－

乳醗 111 b－－｢￣－デー
0 

’
０
．
戸
０
・
凸

（
特
に
低
水
分
で
酸
の
組

例
Ｉ

難
砺
成
が
少
・
な
い
場
〈
ロ
）

ｊ
 

う

７
戒
Ⅲ
②
詰
め
込
み
密
度
が
適
正

Ｃ
■
 

６
‐
、
Ⅲ
で
な
い
。

Ⅱ
、

！
熱

５
蓮
篭

（
踏
圧
が
不
十
分
で
元
エ
気

Ⅱ
と

４
行
行

排
除
が
不
完
全
な
場
〈
ｕ

３
孵
躯

③
密
封
が
適
正
で
な
い
。

室
吹

２
酬
蛮

こ
の
他
に
以
下
の
こ
と

１
 

が
鱈
、
》
へ
ら
れ
る
。

Ｉ
図

④
外
気
洲

０
 

脚
一
一
は
同
一
ｕ
叩
質
の
原

料
草
で
外
気
温
と
サ
ィ
レ

ー
ジ
温
度
と
の
関
係
を
示
し
た
も
の
で

す
。
外
気
肌
一
一
七
度
で
は
、
取
り
出
し

後
一
一
日
目
で
Ⅲ
○
度
で
高
肌
変
敗
す
る

２７℃ 

20℃ ０
０
０
０
０
 

４
３
２
ｌ
 

サ
ィ
レ
ー
北
ン
温
度
（
℃
） 二二Ｚｉ吟 ４℃ 

窯【ロ提２ ３４５６７ 

図'２外気i且と変敗の速菩「1１１１，， 9７ 
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／￣ ￣、 が

、
七
度
以
下
で
は
、
サ
イ
レ
ー
ジ
温

度
が
一
○
度
以
下
と
長
期
安
定
し
て
い

る
。二
次
発
酵
し
そ
う
な
サ
イ
レ
ー
ジ
は
．

で
き
る
だ
け
寒
い
時
期
に
利
用
し
た
ほ

う
が
危
険
を
回
避
で
き
る
可
能
性
が
あ

る
。

⑤
取
り
出
し
が
適
正
で
な
い
。

｜
日
に
取
り
出
す
量
が
少
な
い
と
、

空
気
に
さ
ら
さ
れ
る
時
間
が
多
く
な
り

調
整
・
密
封
方
法
が
良
く
て
も
、
結
果

的
に
二
次
発
酵
を
起
こ
す
こ
と
に
な
る
。

催
筏
諌
齪
瓢
辨
繩
北
鮎
六
Ｔ
湘
遡
‐

会開擢瀦腔化や腱家生活の改篝に七受講対談肴
農
業
者
、
農
村
婦
人
、
農
村
青
年
、
研

雛鏑
農
業
関
係
機
関
職
員
及
び
農
業
に
関
心

北
海
道
立
農
業
大
学
校
、
中
標
津
町
の
あ
る
人
。

三
、
後
援

》鏥禧謡沖纈評鬮巍鯏恥巖艤』蕊議鴎聴覺鵡迦啼
書
が
あ
り
ま
す
の
で
申
込
み
下
さ
い
’

平
四
月
Ｒ

四
研
修
経
費

平
成
五
年
一
月
二
卜
日
㈹

五
、
場
所

ま
た
、
取
り
出
し
時
に
使
用
す
る
機

械
に
つ
い
て
も
、
バ
ヶ
ソ
ト
式
フ
ロ
ン

ト
ロ
ー
ダ
ー
で
行
な
う
場
合
に
、
草
の

切
断
長
が
長
い
場
合
に
切
断
が
垂
直
に

な
り
に
く
く
、
空
気
か
サ
イ
レ
ー
ジ
内

部
に
入
り
や
す
く
な
り
、
二
次
発
酵
方
｜

起
こ
し
や
す
く
な
る
と
い
っ
た
問
題
も

あ
る
。
（
バ
ン
ガ
ー
、
ス
タ
ヅ
ク
サ
イ
ロ

の
場
合
）

口
二
次
発
酵
の
防
止

二
次
発
酵
を
防
止
す
る
に
は
、
サ
イ

レ
ー
ジ
を
作
る
際
の
調
整
・
密
封
を
完

農
村
環
境
整
備
を
通
じ
た
魅
力
あ
る
事
業
部
人
会
議
素

．
講
座
の
ね
ら
い

,唇

通
費
．
昼
食
費
は
自
己
負
担
と
す
る
。
日

全
に
行
な
う
こ
と
と
、
取
り
出
し
量
を

多
く
す
る
こ
と
に
尽
き
る
が
、
あ
く
ま

で
調
整
方
法
と
サ
イ
ロ
型
式
、
大
き
さ

に
よ
っ
て
変
化
す
る
の
で
、
所
有
し
て

い
る
機
械
、
施
設
と
飼
養
頭
数
を
考
慮

し
、
効
率
的
な
方
法
を
選
択
す
べ
き
で
す
。

取
り
出
し
量
は
．
日
当
り
十
五
～
二

十
ｍ
以
上
が
安
全
で
あ
る
。

｜
次
発
酵
時
の
対
応
は
次
の
通
り
で

あ
る
。

①
二
次
発
酵
し
て
い
る
部
分
を
取
り
出

す
。
←

中
標
津
町
根
室
地
区
農
業
共
済
組
合

f回三､

研修内奔 ②
二
次
発
酵
防
止
剤
を
散
布
す
る
．

ｏ
プ
ロ
ピ
オ
ン
酸
（
プ
ロ
サ
ン
液
）
を
水

で
五
倍
程
度
に
希
釈
し
、
お
お
よ
そ
一

脈
当
り
五
０
を
散
布
す
る
。
（
散
布
量
は

原
液
で
製
品
量
の
一
％
を
慕
準
と
す
る
。
）

Ｏ
ギ
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
複
合
剤

（
〆
イ
ズ
コ
フ
ァ
ジ
ル
）

○
・
四
～
○
・
六
囎
／
耐
を
散
布

そ
の
後
、
水
を
五
～
＋
２
／
疵
散
布

す
る
。

③
密
封
し
一
日
以
上
開
封
し
な
い
。

9l50-lO:051開講あいざつ

◇1-勝サーカス
ーヲ.＞ネルで農業について思う二と－
☆罎師高野文彰

〈高野ランドスケーププラらニング）

lOU5-ll:351講織

11:35-12:３０休憩

12:30～]4130パネルデイスカｙ＞ヨン ◇綴あふれる景観巻どう活かすか
＿二mからの農村アメニティー
★パネラーｆｆ十風智嘉子

（北海道開発問題１W究調迩会’
★パネラー榎本博司

（十勝街部地区晋HiIw）
☆パネラー高野文影

〈高野ランドｽｹｰﾌﾞｦﾊランニング；
★パネラー寵ｉｌ陰幸いＤＤＩ工房］
☆ゴーティネークー

大脳アイＴＩ中央農業試激場）''1:3０１閉畜
‘ 巳

,ク

髭｜項１１ 研修；可容

９ｌ５０､.:0:05 

10$05--1二:３５

１１:35.,-12:3C 

l2:30～:4130 

''1:3０ 

開講あいきっ

講議

休憩

ﾊﾟﾈﾙラゾィスカッシ旨ｮ：

閑簿

◇1-勝サーーカス
--ｦ･ソネルで農業について思う子と－
★罎師高野文彰

(高野ランｉｆスケーププラン兵ﾝグ］

◇綴あふ１１る紫撒きどう活かすか
.□itからの農村アメニティー

★パネラー・ｆｆ十蝋智嘉子
（北海道開発問腿１W究調迩全）

★パネラー榎本博司

〈1-勝潤部jiIlZ背RIWii
☆パネラー高野文影

（高野ラン,`ｽｹｰﾌﾞｦﾊランニング
★パネラ.‐寵｝｜墜挙(ＡＤＤＩに房）
☆コーデイネ･‐ク

大、 アイ虞rIi災農業試激場）
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"r弓詠

農業賞を受貸される秋山さん=夫奉

脇
の
推
薦
を
受
け
受
賞
侍

を
通
じ
て
組
合
運
動
の
盤

あ
る
方
々
を
対
象
に
農
そ

発
展
に
尽
く
し
た
功
続

を
促
進
し
、
そ
の
こ
と
願

生
産
と
生
活
の
近
代
化
家

し
．
協
同
活
動
に
よ
る
年

活
文
化
に
著
し
く
寄
与
し

を
高
め
、
農
民
へ
の
生
住

動
を
通
じ
て
経
営
効
率
一
、

農
協
経
常
に
（
い
て
婆

宴
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
．

賞
の
表
彰
式
が
、
＋
』

が
顕
著
で
、
模
範
的
で
俣

単
独
、
ま
た
は
協
同
に
れ

発
展
に
尽
力
し
、
農
業
、
関

６ 
－円

Ｈ
＋
几
ｕ
中
標
津
町
燕

よ
っ
て
有
祐
な
実
践
活
功

わ
た
り
獣
｛
身
昨
的
努
力
弁

こ
の
賞
は
、
多
年
に
黄
Ｌ

認
ご
夫

（
皿
根
室
管
内
農
業

て
農
業
．
農
協
の
Ⅲ

れ
る
も
の
で
す
。

今
年
の
受
賞
者
は
川
人
で
、
中
標
津

農
協
か
ら
は
、
秋
山
政
雄
氏
が
受
賞
．

係
特
約
丙
十
人
に
迎
え
ら
れ
、
古
旧

員
長
か
ら
賞
状
と
記
念
品
が
手
渡
さ

ま
し
た
。

績
秋
Ⅲ
家
は
、
柤
父
が
大
正
六
年

山
岡
の
観
音
寺
市
よ
り
中
標
津
町
式

に
入
植
し
、
昭
和
九
年
、
父
勝
彦
氏

と
も
に
、
根
室
支
庁
か
計
面
し
た
青

模
範
部
落
で
あ
る
共
栄
農
場
指
導
農

と
し
て
現
在
地
に
入
地
、
開
拓
の
先

者
と
し
て
鋭
意
努
力
さ
れ
今
日
の
蛙

を
築
か
れ
ま
し
た
．

昭
和
四
十
年
よ
り
六
年
間
に
わ
た
り
、

落
拓
化
牧
野
組
合
の
組
合
長
を
勤
め
、

の
卓
越
し
た
運
営
手
腕
と
指
導
力
茜

っ
て
、
牧
場
用
地
百
二
十
地
の
草
地

妻
編第16聴講内議議鰄

ま
で
の
十
上
年
間
、
農
協
理
事
に
就
任
。

二
の
問
、
生
産
委
員
長
な
ど
の
要
職
に

就
き
、
幅
煙
い
識
見
と
行
動
力
を
も
っ

て
家
畜
梢
流
事
業
、
酪
農
へ
ル
パ
ー
事
業
、

澱
粉
工
場
の
運
営
に
尽
力
し
、
協
同
運

動
の
推
進
に
勢
〃
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
農
協
酪
吋
俣
落
文
部
長
、

俣
落
部
落
連
合
会
長
、
営
農
用
水
運
営

委
員
、
農
業
者
年
金
協
議
会
副
会
長
な

ど
を
歴
任
し
、
現
在
な
お
多
く
の
要
職

を
も
っ
て
、
農
業
振
興
と
地
域
発
展
の

た
め
貢
献
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

受
賞
者

秋
山
政
雄
氏
（
Ｊ
Ａ
中
標
津
町
一

吉
田
清
氏
（
Ｊ
Ａ
標
津
町
）

小
館
善
作
氏
（
Ｊ
Ａ
計
根
別
）

松
岡
清
治
氏
（
Ｊ
Ａ
く
つ
か
巳

造
成
を
行
な
い
、
昭
和
四
十

四
年
に
は
、
全
国
草
地
コ

ン
ク
ー
ル
で
農
林
省
帯
産

局
長
肢
優
秀
賞
を
得
る
な

ど
、
牧
場
運
営
の
改
革
に

取
り
組
み
、
規
模
拡
大
に

伴
う
個
々
の
飼
料
不
足
、

人
手
不
足
を
補
完
、
地
域

の
酪
農
振
興
に
人
き
く
貢

献
し
ま
し
た
。
ま
た
、
昭

和
Ｌ
十
年
よ
り
平
成
二
年

～ 

' 
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現
象
）
を
招
く
よ
う
な
工
場
誘
致
や
、

大
型
ホ
テ
ル
な
ど
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
誘

致
は
避
け
、
農
家
住
宅
な
ど
の
一
部
を

改
造
し
客
室
を
造
り
、
民
宿
を
兼
営
す

る
と
い
う
方
法
を
選
択
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
都
市
の
人
に
対
し
て
は
農

村
地
域
の
田
園
及
び
森
で
の
サ
イ
ク
リ

ン
グ
、
ピ
ク
ニ
ッ
ク
な
ど
の
ワ
フ
ト

旅
行
」
の
場
を
選
択
し
、
ま
た
．
新
鮮

な
農
畜
産
物
や
そ
の
加
工
品
を
提
供
し

て
、
都
市
民
と
の
間
の
人
間
的
交
流
を

深
め
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

シ
ュ
レ
ス
ヴ
ィ
ヒ
・
ホ
ル
ス
タ
イ
、
“
》

州
で
は
、
第
一
一
次
大
戦
後
の
一
時
期
、

東
欧
（
ポ
ー
ラ
ン
ド
）
か
ら
の
避
難
民

受
入
れ
の
た
め
に
、
村
落
は
一
倍
の
人

口
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
そ
の
人
達
は

新
し
い
仕
事
場
を
ウ
エ
ス
ト
フ
ァ
１
レ

ン
州
に
見
つ
け
、
引
っ
越
し
て
行
き
、

再
び
元
の
人
に
一
民
っ
た
。
そ
の
後
、
社

[宗田勺、 西
ド
イ
ツ
の

「
村
お
こ
し
運
動
」

会
全
休
が
豊
か
に
な
り
、
豊
か
さ
を
維

持
す
る
た
め
に
沢
山
の
農
地
が
住
宅
地

に
変
わ
っ
だ
。

こ
の
様
な
起
伏
の
激
し
い
変
化
に
対

＝、

民家ベランダには期季折々の花を咲かせ､環境美化に努めてい署

澱liB工場の操業平
成
川
年
度
の
澱
粉
工
場
の
操
業

は
、
耕
作
者
各
位
の
ご
理
解
、
ご
協

力
に
よ
っ
て
去
る
－
｜
Ｈ
１
七
Ⅱ
、

無
事
終
了
致
し
ま
し
た
。

作
柄
は
、
春
先
か
ら
低
温
、
収
穫

期
の
雨
な
ど
で
、
収
量
も
平
年
作
を

下
廻
り
ま
し
た
。
原
料
処
理
量
は
、

三
十
九
万
一
一
一
千
二
百
俵
、
製
品
生
産

量
は
検
査
袋
数
で
、
十
九
万
六
千
百

十
三
袋
、
耕
作
者
へ
の
還
元
袋
数
は
、

卜
五
万
七
千
一
一
一
百
三
卜
几
袋
と
な
り

ま
し
た
。

平
均
ラ
ィ
マ
ン
価
は
、
’
七
・
六

一
八
％
（
前
年
一
七
，
七
九
％
）
で
若

干
下
廻
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
紅
丸
、

粉
フ
ブ
キ
共
に
前
年
よ
り
○
・
五
％

そ
れ
ぞ
れ
低
か
っ
た
の
で
す
が
、
粉

フ
ブ
キ
の
処
理
量
が
、
出
荷
数
量
の

五
一
一
一
・
二
％
（
前
年
四
三
・
一
％
）
に

〃



し
そ
の
対
応
を
村
落
自
身
の
み
委
ね

て
お
く
の
で
は
な
く
、
し
っ
か
り
と
し

た
計
画
を
作
り
、
村
落
收
ぴ
州
で
補
助

す
る
事
に
な
っ
た
．

そ
こ
で
各
農
家
が
八
～
１
人
分
の
ベ

ソ
ド
を
用
意
し
、
子
供
連
れ
の
家
族
に

日
然
に
適
し
亡
サ
イ
ク
リ
ン
グ
や
、
歩

き
運
動
を
し
て
も
ら
い
、
休
暇
を
過
ご

し
て
も
ら
う
。
民
宿
は
十
人
分
ま
で
で

一
度
に
幾
つ
も
の
部
崖
を
造
る
お
金
は

持
っ
て
い
な
い
の
で
、
｜
年
に
一
室
づ

つ
造
っ
て
行
く
。
そ
の
た
め
に
は
約
二

民宿に泊まり乗馬を楽しむ

万
マ
ル
ク
（
百
且
１
万
円
）
か
か
る
の
で

内
八
千
マ
ル
ク
（
約
ｋ
十
万
円
｝
を
州
政

府
は
補
助
金
と
し
て
出
す
事
に
な
っ
て

い
る
。
こ
の
賃
部
屋
で
十
人
泊
ま
る
よ

う
に
す
れ
ば
、
牛
十
頭
分
く
ら
い
の
利

益
を
上
げ
ら
れ
る
と
一
一
一
一
口
う
。
な
お
、
客
室

は
最
高
十
人
分
ま
で
と
い
う
制
限
が
あ

り
、
そ
れ
以
上
は
本
業
〈
農
業
）
の
方
が

維
持
で
き
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。

な
お
、
こ
れ
ら
を
実
行
す
る
ま
で
に

は
、
綿
密
な
計
画
が
た
て
ら
れ
、
公
園
、

幼
稚
園
、
学
校
な
ど
、
こ
れ
ら
に
必
要

勿嶽、

な
下
水
道
な
ど
も
設
計
壁
（
」
れ
て
い
る
。

「
Ｒ
本
と
の
相
違
」
わ
が
国
で
は
工
場

誘
致
、
別
荘
地
の
造
成
、
ス
キ
ー
場
、

ゴ
ル
フ
場
な
ど
レ
ジ
ャ
ー
施
設
の
設
清
、

都
市
的
観
光
開
発
な
し
｜
に
よ
っ
て
農
用

地
原
野
、
川
休
な
ど
の
転
用
を
し
て

い
る
。
そ
の
た
め
あ
た
か
も
酪
農
、
畜

産
業
が
公
害
発
生
源
の
よ
う
に
見
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
点
ド
イ
ツ
で
は
、
倒
民

に
農
業
に
対
す
る
理
解
を
し
て
も
ら
う

場
を
提
供
し
て
い
る
の
で
あ
る
，

緯。

オスピス村の改築された民猪

増
加
し
た
た
め
、
平
均
ラ
ィ
マ
ン
価

は
下
ら
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
（

ま
た
、
回
収
率
は
九
七
・
○
％
（
前

年
九
七
・
一
％
）
と
前
年
並
と
な
り

ま
し
た
。

今
後
も
製
品
の
品
画
を
高
め
る
と

共
に
、
回
収
率
の
向
上
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
耕
作
者
各
位
の
一

層
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

夕
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道農婦協設立40周年記念

第40回全道ＪＡ婦人部
大会に参加して

十
一
月
十
二
日
、
札
幌
グ
リ
ー
ン
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
、

道
農
婦
協
設
立
四
十
周
年
記
念
・
第
四
十
回
全
道
Ｊ
Ａ
婦
人

部
大
会
に
、
当
婦
人
部
か
ら
は
横
田
部
長
、
長
工
路
副
部
長
、

中
司
副
部
長
そ
し
て
私
の
四
人
が
出
席
致
し
ま
し
た
。

全
道
各
地
か
ら
千
人
の
Ｊ
Ａ
婦
人
部
員
が
集
ま
り
、
盛
大

に
四
十
周
年
記
念
式
典
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

巧=＝、

饗"ｍＷ
－向弓

■■ｑｂ 

－」

歴
代
初
代
会
長
で
あ
っ
た
湯
浅
し
げ

の
さ
ん
（
八
十
二
歳
）
の
ご
挨
拶
、
ま

た
、
歴
代
会
長
Ⅱ
人
、
副
会
長
五
人
へ

の
感
謝
状
贈
呈
式
が
行
な
わ
れ
、
代
表

と
し
て
中
標
津
川
の
亥
逢
い
そ
の
ざ
ん

が
、
お
礼
の
一
一
一
一
口
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た

一
人
共
高
齢
で
、
ご
苦
労
が
多
か
っ
た

と
思
い
ま
す
の
に
、
若
く
几
気
で
大
き

な
声
で
の
二
挨
拶
に
感
心
致
し
ま
し
た
。

午
後
一
一
時
Ⅲ
１
五
分
か
ら
は
、
豐
原

ミ
ツ
子
氏
の
「
妻
・
母
．
そ
し
て
仕
事

を
持
つ
女
」
と
題
し
て
の
講
演
が
あ
り

ま
し
た
。
テ
レ
ビ
で
見
て
お
り
ま
し
た

が
、
体
当
り
て
何
事
も
や
っ
て
こ
ら
れ

た
話
な
ど
、
も
の
す
ご
く
お
も
し
ろ
く

腹
の
底
か
ら
大
笑
い
．
ス
ト
レ
ス
が
一

変
に
飛
ん
で
行
っ
た
様
で
す
。
豐
原
ミ

ツ
子
氏
も
「
妻
・
口
・
仕
事
」
と
一
生

懸
命
に
や
っ
て
こ
ら
れ
た
方
な
の
で
話

さ
れ
た
こ
と
が
、
会
場
の
皆
様
に
伝
わ

鞍”団、

で

騨匝ミツ子さんと記念写真の橋田部長

リ
人
笑
い
が
出
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

何
事
も
一
生
懸
命
に
生
き
る
と
い
う

事
は
、
素
晴
ら
し
い
事
だ
と
感
じ
、
頑

張
っ
て
き
た
、
農
村
婦
人
も
共
通
す

る
も
の
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

翌
Ｉ
二
日
は
、
午
前
八
時
十
五
一
分

か
ら
全
体
大
会
が
開
催
苔
れ
ま
し
た
。

フ
レ
ソ
シ
ュ
ミ
セ
ス
の
主
張
コ
ン
ク

ー
ル
北
海
道
代
表
者
の
発
表
や
、
フ

レ
ゾ
シ
ュ
ミ
セ
ス
に
よ
る
一
一
一
分
間
ス

ピ
ー
チ
で
は
、
皆
さ
ん
色
々
な
努
力

を
さ
れ
、
仲
間
づ
く
り
を
さ
れ
て
お

ら
れ
る
事
、
素
晴
ら
し
い
事
で
す
。

「
ガ
ン
パ
レ
ワ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
セ
ス
」

家
の
光
記
事
活
用
体
験
発
表
で
は
、

家
の
光
の
本
を
心
の
総
と
し
て
、
永

年
頑
張
っ
て
米
ら
汎
た
一
・
｜
人
の
方
が

発
表
を
行
な
い
ま
し
た
。
標
津
町
の

河
崎
さ
ん
の
身
近
な
人
の
話
を
聞
き
』

持
ち
前
の
フ
ァ
イ
ト
で
頑
張
っ
て
未

ら
札
た
事
、
私
達
も
色
々
と
参
考
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
「
そ
れ
は
私

の
お
守
り
」
と
題
し
て
発
表
さ
れ
た

天
塩
町
の
天
羽
さ
ん
が
、
余
風
入
会

に
出
席
き
れ
ま
す
。
以
上
、
簡
単
で
す

が
報
告
と
お
礼
に
か
え
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ノ
～ 
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汀生酢毎才農
業
縫
営
と
は

－
｜
世
紀
を
め
ざ
し
て
キ
ミ
は
ど
う
す

る
」
と
い
う
大
会
テ
ー
マ
で
、
中
標
津

町
農
協
青
年
部
か
ら
は
十
五
人
か
参
加
（

始
め
に
「
企
業
マ
イ
ン
ド
と
酪
農
ビ

ジ
ネ
ス
」
と
題
し
、
石
田
邦
雄
氏
に
よ

る
基
調
講
演
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

石
田
氏
は
、
経
営
を
行
な
っ
て
い
る

か
ら
に
は
自
分
で
責
任
を
取
る
と
い
う

今
年
は
一
新
た
庇

７
．
一

自
覚
が
な
く
て
は
ダ
メ
、
親
か
ら
受
け

継
い
だ
内
容
が
わ
る
い
、
農
協
が
わ
る

い
、
政
治
が
わ
る
い
と
い
っ
て
も
鼓
終

的
に
は
自
分
の
経
営
で
あ
る
。
経
営
と

は
工
夫
や
改
善
す
る
事
に
よ
り
ど
ん
ど

ん
変
化
し
て
行
く
、
農
業
は
今
厳
し
い

と
皆
ん
な
が
一
一
一
一
戸
う
が
、
厳
し
い
と
一
一
一
一
口
葉

で
一
一
一
一
口
っ
た
所
で
何
も
経
営
は
変
わ
り
は

JB言目、

し
な
い
の
で
あ
る
。
今
．
自
分
の
置
か

れ
て
い
る
現
状
を
見
直
し
、
小
さ
な
自

分
の
枠
を
は
ず
し
、
新
た
な
枠
へ
、
広

い
視
点
で
農
業
を
見
る
よ
う
に
な
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
か
ら
の
農
業

は
、
環
境
保
全
、
観
光
、
教
育
と
い
う

農
業
の
持
つ
意
味
を
し
っ
か
り
と
ら
え
、

生
産
者
的
発
想
か
ら
消
費
者
発
想
へ
と
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
感
覚
を
待
た
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
各
テ
ー
マ
ご
と
に
一
－
五
の
分

科
会
に
分
か
れ
、
討
議
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。

分
科
会
終
了
後
は
、
農
業
維
営
事
例

発
表
、
組
織
事
例
発
表
が
行
な
わ
れ
、

維
営
事
例
発
表
で
は
標
龍
農
協
青
年

部
・
森
井
義
文
氏
の
「
夢
と
現
実
」
と
題

し
た
、
ワ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
牛
舎
、
ミ
ル

キ
ン
グ
パ
ー
ラ
ー
を
導
入
し
て
の
経
営

改
善
と
土
産
実
績
の
向
上
、
環
境
整
備

の
取
り
組
み
が
発
表
さ
れ
最
優
秀
と
な

り
、
ま
た
、
組
織
発
表
で
は
Ｊ
Ａ
厚
岸

町
青
年
部
が
そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
、
地
区

代
表
と
し
て
全
道
大
会
へ
参
加
す
る
事

と
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
根
室
地
区
農
協
一
一
一
同
年
部
連

絡
協
議
会
会
長
・
西
條
氏
に
よ
り
、
青

年
部
盟
友
の
組
織
を
強
化
し
、
上
か
ら

■￣ 

の
押
し
つ
け
で
方
向
を
決
め
る
の
で
は

な
く
、
自
分
た
ち
の
地
域
、
環
境
を
考

え
、
み
ん
な
で
作
る
農
業
、
新
農
政
を

築
き
上
げ
る
た
め
頑
張
っ
て
行
き
ま
し

ょ
う
と
、
閉
会
あ
い
さ
つ
で
終
了
し
ま

し
た
。

ダダ



俣
落
開
聴
七
十
五
周
年
、
小
学
校
開

校
七
１
周
年
、
中
学
校
開
校
四
十
五
周

年
を
記
念
す
る
火
典
か
十
一
月
一
日
、

俣
落
小
中
学
校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

大
正
六
年
、
人
跡
未
踏
の
地
で
開
拓

が
始
め
ら
れ
、
石
年
後
の
大
正
十
一
年

に
小
学
校
が
建
て
ら
れ
、
現
在
ま
で
一
八

百
二
１
人
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
た
。

俣
落
開
基
巧
周
年
、
俣
落
小
開
校
扣
周
年
、
俣
落
中
開
校
妬
周
年

記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
る
一

ご

'１ 

忽
忽

こ
の
卒
業
生
は
地
元
を
は
じ
め
道
内
や

全
国
各
地
で
活
躍
し
て
い
る
。

式
に
は
在
校
上
、
同
窓
生
、
旧
職
員
、

米
賓
な
ど
二
百
預
十
人
あ
ま
り
が
出
席

し
、
部
落
連
合
会
長
・
岩
井
昇
氏
ら
が

式
辞
、
地
域
や
学
校
功
労
者
に
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
記
念
事
業
と
し
て
学
校
前
に

「
ミ
ル
ク
の
里
・
燃
ゆ
る
草
原
．
ま
た

一恵

お
ち
村
」
の
記
念
塔
設
置
、
グ
ラ
ン
ド

ピ
ア
ノ
の
贈
呈
、
記
念
誌
の
発
行
な
と

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
．

J弓手、

去
る
十
一
月
五
日
㈱
午
後
七
時
半

よ
り
ホ
ク
レ
ン
家
畜
市
場
に
於
い
て

秋
の
収
穫
祭
と
題
し
、
お
ば
け
か
ぼ

ち
ゃ
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
致
し
ま
し

た
。
参
集
者
は
、
平
日
の
夜
と
一
一
一
一
口
う

事
で
四
十
五
人
程
で
、
ま
た
、
か
ぼ
ち

ゃ
も
本
年
の
あ
い
に
く
の
悪
天
候
に

阻
北
出
来
が
悪
く
、
数
が
集
ま
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
集
ま

っ
た
か
ぼ
ち
ゃ
を
く
り
抜
く
な
ど
、

楽
し
い
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
行
な
い



農
協
青
年
部
で
は
、
十
月
二
十
九
日

～
十
一
月
二
日
ま
で
札
幌
丸
作
今
井
デ

パ
ー
ト
で
開
催
さ
れ
た
北
海
道
物
産
ま

つ
り
に
参
加
、
じ
ゃ
が
い
も
伯
爵
、
チ

ー
ズ
オ
ン
ポ
テ
ト
、
い
も
だ
ん
ご
、
中

標
津
ビ
ー
フ
な
ど
の
販
売
Ｐ
Ｒ
を
行
な

い
ま
し
た
。

こ
の
物
産
ま
つ
り
参
加
は
今
年
で
行

年
Ⅱ
を
数
え
、
中
標
津
産
伯
爵
及
び
農

産
加
工
砧
、
牛
肉
の
販
売
Ｐ
Ｒ
は
も
と

よ
り
、
生
産
者
自
ら
が
販
売
に
あ
た
り

品
物
を
売
る
事
の
大
変
さ
、
消
費
者
と

の
ふ
れ
あ
い
の
中
で
ニ
ー
ズ
を
把
握
し

今
後
の
生
産
現
場
で
反
映
さ
せ
る
事
を

日
鉱
に
行
な
っ
て
い
る
．

今
年
は
、
バ
ブ
ル
崩
壊
に
よ
る
消
脅

の
低
迷
が
原
因
な
の
か
、
前
年
の
半
分

く
ら
い
し
か
売
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
中
標
津
の
伯
爵
が
物
産
ま

つ
り
に
販
売
さ
れ
る
の
を
待
っ
て
い
た

客
も
多
く
「
例
年
伯
爵
を
買
っ
て
い
る

が
大
変
お
い
し
く
、
本
州
へ
贈
っ
て
も

好
評
」
と
の
事
で
す
。
中
に
は
、
「
北
海
道

で
生
瀧
さ
れ
る
馬
鈴
し
ょ
で
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ

の
ラ
ン
ク
付
け
を
す
る
と
、
中
標
津
の

伯
爵
は
特
Ａ
ク
ラ
ス
に
入
る
」
と
の
お

ほ
め
の
一
一
一
口
葉
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
「
伯
爵
い
も
の
お
い
し
さ
を
知
ら
な

い
人
か
沢
山
い
る
の
で
、
今
後
も
販
光

Ｐ
Ｒ
に
頑
張
っ
て
下
さ
い
」
と
励
ま
し

て
く
れ
る
人
も
お
り
ま
し
た
：

ま
た
、
最
近
じ
ゃ
が
い
も
の
す
り
汁

を
飲
む
と
、
胃
や
腸
に
効
川
が
あ
る
と

伯
爵
を
買
い
求
め
る
客
も
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
そ
の
人
言
わ
く
、
「
色
々
な
品
種

の
い
も
の
す
り
汁
を
飲
ん
だ
が
、
伯
爵

が
．
番
飲
み
や
す
く
、
効
果
も
良
い
」

と
の
事
。
こ
の
事
に
つ
い
て
は
、
今
後

の
販
売
に
あ
た
り
Ｐ
Ｒ
の
一
つ
と
し
て

利
用
出
来
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
年
の
物
麓
ま
つ
り
で
は
、
販
売
実

績
と
し
て
は
あ
ま
り
良
い
成
果
を
ｋ
げ

る
事
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
参
加

し
た
青
年
部
員
に
と
っ
て
は
、
大
変
勉

強
に
な
っ
た
様
で
、
今
年
の
反
省
や
活

用
出
米
る
事
を
も
と
に
、
次
年
度
活
動

に
反
映
さ
せ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

戸。

鱗

ま
し
た
。
ま
た
、
日
頃
お
世
話
に
な

っ
て
い
る
会
員
の
父
母
の
皆
様
と
、

秋
の
夜
長
を
道
東
の
味
覚
で
楽
し
み

ま
し
た
。

お
ぼ
け
か
ぼ
ち
ゃ
コ
ン
テ
ス
ト
結
果

一
位
五
○
唾
佐
々
木
恵

二
位
四
○
姥
佐
々
木
宏
之

三
位
一
一
一
九
・
六
唾
佐
々
木
尚
洋

四
位
二
五
厘
斉
藤
希

Ⅱ
位
一
七
姥
青
山
智
和

な
お
、
こ
の
か
ぼ
ち
ゃ
は
ウ
エ
デ

ィ
ン
グ
ホ
ー
ル
寿
宴
さ
ん
の
ほ
う
に

飾
っ
て
お
り
ま
す
。

〈
こ
れ
か
ら
の
行
事
連
絡
〉

冬
休
み
期
間
中
に
中
学
生
以
上
を

対
象
に
、
中
標
津
食
品
加
工
研
修
セ

ン
タ
ー
に
於
い
て
、
手
造
り
ソ
ー
セ

１
ジ
の
研
修
会
を
開
催
致
し
ま
す
。

参
加
希
望
者
は
、
農
協
家
畜
改
良
課

ま
で
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

ズプ
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》
行
十
四
人
、
期
待
を
胸
に
十
月
二

Ⅱ
午
後
十
二
時
十
分
成
田
を
飛
び
立
っ

た
。
卜
三
時
間
狭
い
機
内
で
の
不
自
由

な
時
間
で
あ
っ
た
が
、
読
書
、
映
画
鑑
賞
、

睡
眠
、
い
ず
れ
も
不
Ｉ
分
な
内
に
自
由

の
国
ア
メ
リ
カ
・
シ
カ
ゴ
空
港
へ
到
着
。

初
め
て
の
風
景
に
感
激
を
押
え
な
が
ら
、

マ
デ
ィ
ソ
ン
行
き
に
乗
り
変
え
、
午
後

一
時
過
ぎ
（
日
本
時
間
午
前
一
時
一
）
到

着
。
疲
れ
を
忘
れ
早
々
マ
デ
ィ
ソ
ン
・

コ
ロ
シ
ア
ム
へ
急
行
、
世
界
肢
大
の
シ

ョ
ー
と
あ
っ
て
、
胸
を
時
め
か
し
会
場

へ
入
る
。
五
日
間
の
日
程
の
う
ち
ホ
ル

ス
タ
イ
ン
極
の
シ
ョ
ー
見
学
と
な
っ
た
．

議護篁護；
陰頚千＝、

一》一一一一二一

罐’一一一一

中標津町農協主催(最終回）

(ｱﾒﾘｶ゜ｶﾅﾀﾞW;農Wf修に鋤ﾛ(ﾉて）

佐藤徹

会
場
内
は
、
電
子
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
の

旋
律
が
鳴
り
響
く
中
、
未
経
産
牛
の
シ

ョ
ー
が
始
ま
っ
て
お
り
、
円
を
描
き
、

手
早
い
審
査
に
観
衆
か
ら
熱
い
拍
手
が

注
が
れ
て
、
見
せ
場
を
作
っ
て
い
た
。

各
シ
ョ
ー
マ
ン
に
混
ざ
り
、
若
い
女
性

が
各
部
Ｌ
～
七
人
程
愛
牛
を
Ⅲ
い
て
い

た
姿
は
印
象
的
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
シ
ョ

ー
見
学
肴
の
中
に
は
、
家
族
連
れ
、
若

い
女
性
の
姿
が
多
く
、
酪
農
へ
の
関
心

や
、
イ
メ
ー
ジ
が
日
本
と
は
随
分
違
う

光
景
で
あ
り
、
イ
ベ
ン
ト
も
大
が
か
り

で
、
会
場
内
や
裏
手
に
は
酪
農
機
器
、

農
機
具
、
飼
料
、
肥
料
な
ど
Ｐ
Ｒ
の
絶

好
の
機
会
と
し
て
軒
を
連
ら
ね
て
い
た
。

箕Ｓ写、

Ｏ
Ｒ
・
Ｓ
Ａ
Ｌ
Ｅ
（
農
場
を
売
り
に
出
し

て
い
る
広
告
）
と
書
か
れ
た
看
板
が
時

々
立
っ
て
い
た
（
カ
ナ
ダ
で
も
同
様
に

兄
ら
れ
た
）
。
シ
カ
ゴ
に
近
付
く
と
、
広

い
敷
地
に
ビ
ル
か
立
ち
並
び
、
芝
草
が

刈
り
込
ん
で
あ
り
、
公
園
の
中
に
立
ち

並
ぶ
ビ
ル
と
一
言
う
感
じ
で
あ
る
。
住
宅

街
に
つ
い
て
も
八
百
坪
位
の
敷
地
に
七

－
坪
の
住
宅
（
中
流
家
庭
）
が
立
ち
並

び
、
芝
草
を
伸
ば
し
て
お
く
と
、
業
者

が
刈
り
に
来
て
請
求
書
が
送
ら
れ
る
そ

う
で
す
。
環
境
を
人
切
に
す
る
国
民
で

あ
る
事
を
知
ら
さ
れ
た
。

高
層
ビ
ル
群
が
立
ち
並
ぶ
シ
カ
ゴ
中

心
部
は
、
不
況
の
波
が
押
し
寄
せ
ピ

ル
の
一
○
－
一
「
○
％
が
空
室
と
な
っ
て

い
る
程
に
ア
メ
リ
カ
経
済
は
冷
え
き
っ

て
い
る
と
の
事
、
失
業
者
数
も
約
二
千

四
百
〃
人
と
言
い
ま
す
か
ら
、
ア
メ
リ

カ
経
済
低
迷
は
深
刻
の
様
で
す
。
ま
た
、

シ
カ
ゴ
は
川
界
的
に
最
先
端
を
行
く
高

層
建
築
の
メ
ッ
カ
で
、
建
築
家
は
一
度

は
来
る
と
言
う
程
、
高
層
建
築
が
美
く

し
く
見
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

十
月
石
口
、
シ
カ
ゴ
空
港
で
の
ハ
プ

ニ
ン
グ
、
機
械
故
障
で
一
時
間
半
の
遅

れ
で
シ
カ
ゴ
を
立
ち
、
カ
ナ
ダ
・
ト
ロ

ン
ト
へ
到
着
．
ナ
イ
ヤ
ガ
ラ
見
学
は
時

間
の
遅
れ
で
遊
覧
船
め
ぐ
り
は
中
止
。

プチ



し
か
し
上
か
ら
の
眺
め
は
、
壮
大
な
迫

力
で
吸
い
込
ま
れ
そ
う
な
水
の
流
れ
に

自
然
の
力
の
美
し
さ
を
味
わ
う
事
が
出

来
、
感
動
の
一
口
で
あ
っ
た
。

十
月
六
日
、
カ
ナ
ダ
オ
ン
タ
リ
オ
州

で
の
視
察
が
始
ま
る
．

ｏ
ウ
ォ
ー
カ
ー
ブ
レ
ー
ン
牧
場
（
カ
ナ

ダ
・
オ
ン
タ
リ
オ
州
）

「
｜
ナ
ィ
テ
ッ
ド
人
エ
授
精
所
の
佐
々

木
氏
の
案
内
で
、
当
牧
場
を
視
察
、
今

回
の
セ
ン
ト
ラ
ル
シ
ョ
ー
で
は
、
二
番

下
に
付
け
た
、
ワ
ー
ガ
ー
リ
ン
ド
牛
は

□
を
見
張
る
様
な
美
し
い
牛
で
し
た
。

こ
の
様
に
、
乳
牛
改
良
に
は
意
欲
的
な

牧
場
で
し
た
。

経
営
概
要

土
地
所
有
面
積
百
八
十
一
一
Ｍ

乳
牛
頭
数

百
流
十
頭
（
内
搾

乳
牛
七
十
五
頭
）

労
働
者

三
人
（
内
経
営
者

息
子
二
雇
用
一
人
｝

平
均
乳
量

几
干
囎

（
オ
ー
ナ
ー
不
在
の
た
め
精
細
な
事
は

聞
く
事
が
出
来
な
か
っ
た
）

ｏ
デ
パ
ス
キ
ュ
ア
牧
場
（
オ
ン
タ
リ
オ
州
）

六
年
前
ス
イ
ス
か
ら
移
住
し
、
ア
レ

ン
ク
ロ
ー
牧
場
を
買
い
取
り
、
施
設
も

近
代
化
さ
れ
た
牧
場
へ
の
入
植
、
ス
イ

ス
で
は
、
全
国
ホ
ル
協
会
長
を
十
八
年

入
し
、
コ
ン
ワ
Ⅱ
－
卜
に
よ
る
一
日
三

回
の
給
与
を
行
な
う
。
普
通
牛
は
Ⅲ
嫌

で
淘
汰
し
て
い
る
が
、
個
体
販
売
が
乖

流
で
あ
る
様
に
も
思
わ
れ
た
。
牛
舎
、

住
宅
周
辺
の
環
境
は
、
公
園
に
来
て
い

る
様
な
錯
覚
を
覚
え
る
様
に
整
備
さ
れ

て
い
た
。

十
月
七
日
、
ト
ロ
ン
ト
を
後
に
、
約

三
時
間
の
旅
で
、
砂
漠
の
中
に
出
来
た

ラ
ス
ベ
ガ
ス
へ
．
向
か
う
。
、
日
の
観
光

間
務
め
た
、
乳
牛
改
良
に
熱
心
な
牧
場
．

セ
ン
ト
ラ
ル
シ
ョ
ー
に
も
出
陳
、
牛
舎

内
は
、
優
良
牛
で
一
杯
で
し
た
。
ル
ー

サ
ン
・
コ
ー
ン
統
培
が
主
流
で
、
サ
イ

レ
ー
ジ
、
乾
草
、
不
足
蚤
内
質
な
ど
を
膳

＝ 

客
約
三
万
人
が
訪
ず
れ
る
二
の
街
は
、

二
十
Ⅲ
時
間
警
察
パ
ト
ロ
ー
ル
が
行
な

わ
れ
、
摘
安
は
全
米
－
良
い
所
と
一
一
一
一
ｍ
わ

れ
る
、
ま
た
、
ネ
オ
ン
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
が

常
時
監
視
す
る
程
に
、
不
オ
ン
の
す
ば

ら
し
さ
を
固
持
し
て
い
る
か
の
様
に
思

わ
れ
た
。

十
月
九
日
、
最
後
の
視
察
地
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
を
パ
ス
で
縦
断
、
ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
を
出
発
、
乾
燥
し
き
っ
た
大
地
を

北
ｋ
、
夏
は
殆
ん
と
雨
が
降
ら
ず
、
全
て

灌
水
に
よ
る
耕
作
と
あ
っ
て
、
緑
と
は

な
ら
な
い
事
に
驚
き
で
あ
っ
た
。
水
管

理
会
礼
か
ら
年
契
約
て
水
を
買
い
営
農

を
す
る
そ
う
で
す
が
、
塩
害
で
約
一
年

間
は
広
大
な
凹
積
に
水
を
張
り
、
端
を

沈
め
て
か
ら
作
付
を
す
る
方
法
で
行
な

わ
れ
て
い
た
（
塩
害
が
出
始
め
る
ま
で

の
期
間
耕
作
す
る
）
。
今
年
は
水
不
足
で

一
一
．
君
％
の
割
り
当
て
が
減
っ
て
い
る
と

の
事
で
し
た
。
更
に
走
る
と
、
野
菜
地

帯
で
の
収
穫
風
景
が
見
ら
れ
、
労
働
賃

金
の
安
い
メ
キ
シ
コ
人
労
働
溝
が
、
、

ヵ
所
四
十
人
程
が
レ
タ
ス
、
イ
チ
ゴ
な

ど
を
収
穫
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
一
個
い
く

ら
で
請
負
っ
て
い
る
姿
は
、
真
剣
そ
の

も
の
で
あ
っ
た
。
パ
ス
の
旅
は
二
日
間
．

Ⅱ
本
の
国
士
の
．
・
一
倍
と
い
う
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
は
、
経
済
的
に
も
世
界

侭尋キ

￣￣ 

凸一一

上
位
と
言
う
程
に
生
産
力
の
高
い
州
で

し
た
。
こ
の
十
四
日
間
、
今
迄
感
じ
な

か
っ
た
口
然
環
境
へ
の
思
い
か
ら
く
る

農
業
、
生
活
が
私
達
農
業
に
係
わ
る
者

と
し
て
、
考
え
さ
せ
ら
れ
る
所
が
あ
り

ま
し
た
。
最
後
に
こ
の
研
修
に
参
加
さ

せ
て
下
さ
い
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
〈

参
加
者
は

団
長
弾
正
原
正
（
北
進
）

福
島
信
．
（
南
俵
橋
）

福
付
稔
（
南
共
栄
）

岡
部
達
也
（
豊
岡
）

渡
辺
幸
男
（
畜
産
販
売
課
）

佐
藤
徹
（
生
活
店
舗
課
）

そ
の
他
中
毒
別
、
標
茶
、
鶴
居
の
生

産
者
も
加
わ
り
十
四
人
で
研
修
が
行
な

わ
れ
た
。

匡一一
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鍵
中
標
津
消
防
署
に
新
し
い
救
急
車
一

合
が
、
北
海
道
共
済
農
業
協
同
組
合
連

合
会
か
ら
寄
贈
さ
れ
、
十
一
Ｈ
二
－
四

今
年
よ
り
根
室
管
内
の
酪
農
を
益
々

発
展
さ
せ
る
べ
く
、
》
賞
し
た
酪
農
枝

フ
リ
ー
ス
ト
Ⅱ
ル
牛
舎
施
設
を
す
る
前
に

４
Ｗ
Ｄ
救
急
車
の
活
躍
期
待

酪
農
技
術
研
修
講
座
報
告

） （ rJA共済号｣中標津消防署に配置

日
受
納
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
．

同
連
合
会
で
は
多
発
す
る
交
通
事
故

の
犠
牲
者
を
少
し
で
も
救
お
う
と
、
毎

年
救
急
車
を
道
内
目
流
体
に
贈
っ
て
い
る
。

今
年
は
道
内
七
カ
所
に
寄
贈
、
そ
の

内
の
一
合
が
中
標
津
消
防
署
に
贈
ら
れ
た
”

新
し
い
赦
急
車
は
、
定
員
１
人
乗
り

の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
四
Ｗ
Ｄ
卓
。

こ
の
四
Ｗ
Ｄ
車
の
導
入
は
初
め
て
で
、

冬
期
間
の
走
行
に
は
今
ま
で
以
上
に
安

全
性
が
高
ま
っ
た
。

受
納
式
で
は
、
管
内
農
協
共
済
連
・

吉
田
推
進
委
員
長
が
「
多
発
す
る
交
遊

事
故
で
長
距
離
搬
送
の
状
況
も
多
く
、

事
故
に
よ
る
災
害
抑
制
の
貢
献
を
期
待

し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
さ
れ
、
Ⅲ
標
津

町
農
協
・
五
百
木
参
事
か
ら
新
救
急
車

の
目
録
が
贈
呈
さ
れ
、
大
内
慶
治
消
防

長
が
「
Ｊ
Ａ
共
済
号
」
と
命
名
し
引
き

渡
さ
れ
ま
し
た
。

術
研
修
講
座
二
牛
間
適
し
て
約
七
十

日
間
｝
が
、
根
室
管
内
農
協
峨
員
を
対

象
に
開
設
さ
れ
て
お
り
参
加
さ
せ
て
頂

い
て
お
り
ま
す
。
今
ま
で
阿
凹
の
講
座

が
開
設
き
れ
て
お
り
、
第
一
四
目
「
酪

、早目

丹

一一平均収三一旱前年対比
…
ｉ
…
｜
旧
％
減

農
経
営
と
再
建
対
策
」
（
六
月
－
１
六

月
六
日
）
、
第
三
回
Ⅱ
「
地
域
振
興
と
農

村
生
活
の
充
実
」
（
七
月
一
一
十
八
～
八
月

一
日
『
第
一
一
一
回
目
「
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
」

（
八
月
十
七
～
八
月
一
一
一
十
日
｝
第
四
回

平
成
四
年
度
の
て
ん
菜
出
荷
か
、
十

月
二
十
一
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
が
、

降
雨
の
影
響
に
よ
り
若
干
の
差
異
か
生

じ
た
も
の
の
、
生
産
者
の
ご
協
力
、
ま

た
直
送
連
絡
員
の
乾
氏
の
ご
尽
力
に
よ

り
、
無
事
十
一
月
二
１
日
に
終
了
し
ま

し
た
。

本
年
は
移
植
か
ら
収
穫
ま
で
雨
に
悩

ま
さ
れ
た
年
で
も
あ
り
、
収
量
、
糖
分

は
以
下
の
通
り
と
な
り
ま
し
た
。

平
均
収
量
は
池
当
り
二
十
七
・
八
ト

ン
（
前
年
四
十
二
・
川
ト
ン
『
平
均
糖

分
が
一
七
・
二
’
一
．
％
（
前
年
一
七
・
七

一
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

穀
低
生
産
者
価
格
・
原
料
糖
対
策
謝

平
成
四
錘
舎
辱

て
ん
菜
の
出
荷
終
え
ろ

戸＝、

｜
乳
質
改
善
と
乳
検
」
（
１
月
．
十
六
－

十
Ⅱ
一
一
一
１
Ｒ
）
が
終
了
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
「
乳
牛
管
理
」
（
飼
料
調
整
・
草
地

管
理
」
な
ど
の
講
座
が
開
設
の
予
定
で

あ
り
ま
す
。

と
も
据
置
き
と
な
り
ま
し
た
か
、
本
年

の
作
柄
を
考
え
る
と
、
総
体
で
昨
年
比

約
一
五
％
の
減
収
人
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
本
年
の
天
候
を
考
え
る
と
、

ま
ず
ま
ず
の
収
穫
て
は
な
か
っ
た
か
と

思
い
ま
す
。
耕
作
者
の
皆
様
ご
苦
労
様

で
し
た
。家
畜
改
良
課
長
渕

維
常
相
談
課
中
村

曲一三

正
哉
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今
回
、
そ
の
中
て
一
フ
リ
ー
ス
ト
ー

ル
」
の
講
座
（
講
師
・
伊
藤
紘
．
氏
他
）

で
学
ん
だ
事
の
一
部
で
、
フ
リ
ス
ト
ー

ー
ル
牛
舎
施
設
を
す
る
前
に
考
え
る
べ

き
事
に
つ
い
て
、
報
告
致
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

皿
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ビ
カ
ー
ト
氏
は
〈
つ

り
１
ス
ト
ー
ル
牛
舎
設
計
の
出
発
点
〉

と
し
て
次
の
事
を
言
っ
て
い
ま
す
．

ｏ
新
築
で
も
改
造
で
も
、
施
設
の
設
計

は
そ
の
施
設
を
使
っ
て
達
成
し
た
い

健
全
な
管
理
計
画
に
燕
づ
い
て
い
な

く
て
は
な
ら
な
い
。

ｏ
健
全
な
管
理
計
画
と
は
栄
養
・
健
康

衛
生
・
育
成
な
ど
の
全
て
の
計
両
に

加
え
、
あ
ら
ゆ
る
管
理
作
業
に
関
す

る
計
画
を
意
味
し
、
健
全
と
は
、
や

ろ
う
と
す
る
計
画
が
現
在
の
酪
農
科

学
に
照
し
て
間
違
っ
て
い
な
い
こ
と

を
意
味
す
る
。

○
牛
舎
は
管
理
計
画
を
実
行
す
る
た
め

の
手
段
に
す
ぎ
な
い
。

ち
ょ
っ
と
抽
象
的
で
す
が
こ
の
こ
と

が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、
つ
ま
り
、
（
フ
リ

ー
ス
ト
ー
ル
牛
舎
）
施
設
を
す
る
前
に

じ
っ
く
り
考
え
る
事
が
必
要
で
あ
る
と

い
う
事
で
す
。
何
を
考
え
る
の
か
Ｉ
。

○
そ
の
施
設
を
使
っ
て
ど
う
し
た
い
の

か
．
そ
し
て
、
期
限
を
決
め
て
数
昂

で
目
標
を
立
て
る
。
（
フ
リ
ー
ス
ト
ー

ル
を
建
て
る
と
い
う
こ
と
が
目
標
で

は
な
い
の
だ
）

ｏ
牛
の
要
求
を
十
分
に
満
足
さ
せ
る
事

が
出
・
来
る
環
境
に
つ
い
て
考
え
、
牛

の
要
求
す
る
環
境
と
は
『
喚
気
が

Ｆ君

寝
起
き
の
時
に
ス
ト
ー
ル

柵
に
ぶ
つ
か
ら
な
い
様
に
、
安
心
し
て

行
動
が
Ⅲ
来
る
よ
う
に
考
え
出
さ
れ
た

も
の
で
す
。
牛
の
行
動
を
理
解
し
、
じ

っ
く
り
考
え
ら
れ
た
も
の
な
の
で
す
。

今
以
上
に
牛
を
じ
っ
く
り
観
察
し
牛

の
要
求
に
つ
い
て
考
え
て
み
て
は
…
。

ｏ
作
業
性
に
つ
い
て
考
え
る
。
例
え
ば

良
い
こ
と
。
》
『
水
が

き
れ
い
で
た
く
さ
ん
飲

め
る
一
一
と
。
二
、
飼
料
を孕
込

腹
．
杯
食
へ
る
一
一
と
‐
刀

出
米
る
。
四
、
ベ
却
卜

で
心
地
良
く
休
む
こ
と

が
出
来
る
，
他
に
も
あ

る
と
思
い
ま
す
。
悪
い

環
境
で
も
牛
は
文
句
を

一
一
一
一
向
わ
な
い
け
れ
ど
、
泌

乳
量
を
制
限
し
て
い
る

の
で
は
。

Ⅲ
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ビ
カ

１
卜
と
い
う
人
は
、
ミ
シ

ガ
ン
ス
ト
ー
ル
柵
の
開
発

者
だ
そ
う
で
す
が
、
あ
の

ミ
シ
ガ
ン
ス
ト
ー
ル
柵
の

魂
▽
雛
繍
》
戦

か
け
な
い
で
、
な
お
か
つ

戸。

除
鍵
は
ど
の
よ
う
に
押
し
て
、
ど
こ

に
持
っ
て
い
く
か
。
除
糞
す
る
の
仁

仕
切
扉
を
何
回
開
け
閉
め
す
る
二
と

に
な
る
の
か
と
か
，
そ
の
他
、
作
業

も
多
々
あ
り
ま
す
．
一
つ
一
つ
考
え

た
ら
作
業
時
間
が
か
な
り
短
か
く
な

る
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
…
。

ｏ
ま
だ
ま
だ
考
え
る
事
は
あ
る
．

施
設
を
す
る
こ
と
に
よ
り
多
額
を
投

資
を
す
る
わ
け
で
す
か
ら
、
じ
っ
く
り

考
え
、
牛
に
と
っ
て
も
人
間
に
と
っ
て

も
右
祐
な
施
設
に
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
講
座
の
内
容
は
も
っ
と
濃
密

で
あ
り
、
農
協
に
資
料
も
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
知
り
た
い
方
は
お
立
寄
り

下
さ
い
。

今
後
も
講
座
が
続
き
ま
す
が
、
艇
業

（
酪
農
）
に
対
し
て
の
総
合
的
な
力
を

つ
け
る
た
め
に
一
生
懸
命
が
ん
ば
り
ま

す
の
で
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

Ｄ「・ウイリアムピカート氏の

飼檜のデザイン

、【Ⅲ
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Ｉ 
卜
．
Ⅱ
ニ
ト
Ⅲ
米
川
玖
肘
と
Ｆ
Ｃ
委
乢
会
は
「
ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
の
辿
映
を
Ⅲ
ん
て
き
た
段
堆
．

サ
ー
ビ
ス
Ｈ
坊
．
市
場
ア
ク
セ
ス
の
名
分
野
て
介
噸
に
必
要
な
伽
進
一
懇
遂
げ
た
と
の
比
Ⅲ
満
川
を
寵
災

し
たし
か
し
な
が
ら
、
米
川
と
Ｅ
Ｃ
が
ど
の
よ
う
な
〈
加
怠
に
逃
し
た
と
し
て
も
．
わ
が
川
陵
駕
稀
は
．
こ
う

し
た
一
部
愉
川
脚
に
よ
る
収
Ⅱ
葱
ガ
リ
ト
川
脇
川
令
体
の
〈
巾
遮
の
上
台
に
す
る
よ
う
江
二
と
は
、
絶
対
に

認
め
る
こ
と
は
て
き
ま
せ
ん
米
川
と
Ｅ
Ｃ
は
．
公
Ⅲ
江
川
界
の
股
旗
物
肛
肋
を
雌
も
妨
将
し
て
き
た
輪

川
袖
助
命
を
撤
旋
す
る
ど
こ
ろ
か
．
む
し
ろ
年
友
墹
人
さ
せ
て
き
ま
し
た
二
』
し
て
．
〈
‐
、
そ
の
輪
Ⅲ
補

助
の
人
部
分
諺
残
し
噸
が
ら
、
Ⅲ
仁
を
は
じ
め
と
す
る
輪
入
川
側
へ
例
外
な
き
脚
税
化
迩
押
し
つ
け
ぁ
な

ど
一
方
的
な
犠
桃
老
求
め
．
ｎ
ら
の
利
益
心
Ⅸ
映
し
た
ダ
ン
ケ
ル
案
の
修
正
を
摘
出
圃
側
が
め
ざ
し
て
い

る
二
と
は
明
ら
か
だ
と
公
言
、
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
こ
れ
ほ
ど
不
公
正
き
わ
ま
り
な
い
交
渉
の
処
②
が
翅
．

絶
対
に
許
し
て
は
喰
ら
な
い
と
老
え
ま
す
食
料
興
扮
老
父
配
す
る
た
め
の
談
合
と
も
い
え
る
こ
う
し
た

助
き
に
対
し
価
Ｄ
の
紅
排
ち
哲
お
さ
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
瞳
租
だ
け
て
は
な
い
と
随
附
し
ま
す
。

離
礁
的
食
料
の
川
内
、
鉛
を
蟠
持
し
．
岐
低
限
の
食
料
、
給
遊
確
保
す
る
こ
と
が
及
川
的
な
脚
氏
的
抑

廻
と
し
て
そ
の
雨
渓
休
憩
恥
し
て
い
る
の
は
守
汕
う
量
て
も
あ
り
ま
せ
ん
よ
っ
て
．
わ
が
脚
の
股
莱
全
休

肥
対
し
壊
滅
的
江
打
峡
避
与
え
る
例
外
な
き
関
税
化
の
導
入
を
．
断
間
阻
止
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

さ
も
な
け
れ
ば
．
肚
界
の
食
料
側
肋
を
牛
到
る
一
部
の
人
企
蝋
炬
秘
た
ち
の
営
腿
と
砿
活
が
父
配
さ
れ
愚

二
と
に
な
る
ば
か
り
か
．
ｆ
孫
の
未
来
を
も
陣
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
の
て
す
．

ダ
ン
ケ
ル
率
を
催
舐
さ
せ
、
Ⅱ
水
の
↑
躯
を
火
現
す
ろ
た
め
の
交
渉
は
、
ま
さ
に
こ
れ
か
ら
ジ
ュ
ネ
ー

ブ
て
肝
Ⅲ
さ
れ
ま
す
一
』
化
雌
と
化
禰
の
場
て
あ
る
腱
難
・
農
村
を
守
る
た
め
．
過
去
数
年
間
に
わ
た
っ
て

巡
勁
を
進
め
て
き
た
私
た
ち
に
と
っ
て
．
そ
の
刀
阯
が
〈
Ｊ
こ
そ
問
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
堅
た
ち
の

子
孫
に
禍
根
を
践
寸
よ
う
な
側
い
ふ
一
絶
対
に
す
る
わ
り
に
は
い
き
ま
せ
ん
そ
れ
が
私
た
ち
の
一
致
し
た

瓢
持
ち
て
あ
る
と
砿
臆
し
て
お
り
壼
す
．

●
八
割
近
く
も
残
さ
れ
る
輸
出
補
助
金

●
ま
さ
に
こ
れ
か
ら
始
ま
る
ダ
ン
ケ
ル
案
修
正
交
渉

Ｔ季、

し 、全
国
の
農
業
者
へ
訴
え
る
７
．

穂

‐
腰
に
わ
た
る
卿
公
決
搬
茄
一
蹄
ま
え
ｈ
ら
の
１
鵬
の
火
皿
を
公
約
し
て
き
た
政
町
・
川
公
は
従
来
の

盗
努
憩
隅
排
し
て
さ
ら
に
擁
〃
し
て
い
た
だ
け
る
も
の
と
砧
じ
て
お
り
ま
す
し
か
し
な
が
ら
こ
う
Ｌ

た
私
た
ち
の
虹
捗
ち
が
踏
み
に
じ
ら
れ
、
わ
が
川
が
股
離
透
守
ろ
う
と
す
ゐ
政
捕
を
舷
難
す
愚
よ
う
な
『
｜

と
に
ぷ
る
敢
ら
．
臘
堆
荷
を
兄
臓
て
あ
の
か
と
い
っ
た
不
州
怒
が
か
っ
て
な
い
ほ
ど
の
勢
い
で
強
去
り
か

ね
な
い
こ
と
を
．
敢
え
て
巾
し
し
げ
て
お
か
ざ
る
魯
冊
な
い
の
で
あ
り
嶺
す

み
江
さ
ん
．
仏
た
ち
の
肛
狼
の
Ⅲ
噺
祉
に
確
州
お
一
持
ち
‐
そ
れ
仁
枇
川
す
る
襲
く
の
巾
阯
・
汕
批
折
上

と
も
に
倣
底
し
て
ね
ば
り
強
く
洲
っ
て
い
こ
う
て
は
あ
り
ま
せ
ん
か
秘
は
こ
の
辿
勅
の
先
頤
に
た
ち

Ⅱ
惚
兆
現
の
た
め
側
っ
て
行
き
ま
す

み
な
さ
ん
．
円
喚
航
認
し
て
い
た
だ
き
た
い
馳
川
的
な
利
統
仙
人
を
ね
ら
う
．
部
柵
川
川
の
鰍
竹
祇

食
料
戦
略
を
許
し
．
Ｎ
腿
の
．
ｒ
孫
の
災
川
的
な
利
住
魯
犠
牲
に
す
る
わ
け
胆
は
絶
対
に
い
か
な
い
と
い

う
こ
と
を
そ
し
て
肚
念
塒
の
側
い
ば
ま
さ
に
こ
れ
か
ら
だ
と
い
う
二
と
葱
融
た
ち
の
付
か
ら
町
か

ら
．
諾
し
て
梛
廼
刑
貼
か
ら
．
従
来
に
も
附
し
て
強
〃
な
辿
伽
垂
腿
側
さ
れ
る
よ
う
．
乍
川
の
艇
裟
滑
炬

仏
は
強
く
岬
え
ま
す

●
犠
牲
に
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い

国
民
の
、
子
孫
の
長
期
的
な
利
益

叩
成
川
年
－
Ⅱ
－
］
－
－
 

二向
盃呈皀、

全
国
農
業
協
同
組
合
中
央
会

企
及
堀
内
Ⅳ
巳
次

I■!■■■ 

公■■』

ｸﾞ‘ 



開
催
Ｈ
日
十
一
月
五
ｕ

開
催
場
所
農
協
中
会
議
室

〈
護
案
〉

｜
、
平
成
四
年
度
、
ｋ
期
（
九
Ⅱ
末
）

仮
決
猟
に
つ
い
て
。

．
「
平
成
Ⅲ
年
産
、
共
計
澱
粉
の
融
資

単
価
と
利
率
に
つ
い
て
。

’
’
一
、
地
域
畜
産
活
性
化
総
合
対
策
事
業

の
建
設
工
事
入
札
指
名
業
者
の
決
定
に

つ
い
て
。

Ⅲ
、
外
部
出
資
に
つ
い
て
。

五
、
組
合
員
脱
退
予
告
及
び
譲
渡
な
ど

に
つ
い
て
。

六
、
各
種
資
金
の
申
し
込
み
に
つ
い
て
〈

七
、
固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て
。

全
議
案
原
案
通
り
決
定
し
ま
し
た
。

〈
協
議
事
項
〉

て
地
区
別
懇
談
会
の
経
過
に
つ
い
て
。

〈
報
告
事
項
〉

｜
、
定
例
自
治
監
査
の
監
査
報
告
に
つ

い
》
』
ロ

｜
「
生
乳
生
産
状
況
に
つ
い
て
。

三
、
澱
粉
工
場
の
操
業
状
況
に
つ
い
て
。

埋
崖
陰の
隆
腫

第
十
回
理
事
会

開
催
凡
日
十
．
月
十
ｎ
日

開
催
場
所
農
協
中
会
議
室

〈
議
案
〉

一
平
成
四
年
度
地
域
畜
産
橘
性
化
総

合
対
策
事
業
肉
用
牛
振
興
施
設
路
傭
事

業
．中
標
津
町
農
業
協
同
組
合
肥
育
牛
舎

新
築
工
蛎
の
入
札
に
つ
い
て
。

入
札
者
Ｉ
イ
ワ
ク
ラ
、
釧
根
共
同
企
業

体
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

〈
報
告
事
項
〉

「
中
核
農
家
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
盗
金
の

創
設
に
つ
い
て
。

二
、
今
後
生
乳
計
画
生
産
の
推
進
に
つ

い
一
」
⑥

Ⅲ
、
ア
ル
カ
リ
ィ
ォ
ン
整
水
機
の
取
扱

い
に
つ
い
て
。

第
十
一
回
理
事
会

印肴■

ivv､'､'0'､~､10~､へ10-10へ~､10-10-10~-10'Y〕
、

,(何でもﾍﾞｽﾄｉｏＩｉ
１､~v､10~-10~v､10~v､10ﾊｰ､10~-10～､(10～v､iO～＆ 

平成４年度

てん菜生産実績(反収益）

(平成４年度てん菜耕１１F希41戸）

'''百位 氏名 反収最(kgl 平均糖分(％】 反収金額(円
餌貌

１ 伏見哲 4,591.7 1７．７ 84.625 

， 花川楡 4,845.〔 1７．０ 84.545 

Ｑ
」

長繩義博 4,669.6 １７］ 82,135 

４ 屯代務 4,446.1 17.Ｆ 81.3]Ｇ 

眉 林仁一郎 4,422.0 17-Ｆ 80.255 

6 |)Ｌｉｌｌｌｉｆ敬造 4,161.0 1７．８ 77,27Ｃ 

７ 松田征 4,046.4 18.0 76.275 

日 上原安浩 4,254.Ｇ 1７．３ 76.035 

臼 長渕重樹 4,257.2 1７．２ 75.480 

佐々木昭雄10 4.08ｑ５ 1７．６ 74.632 

プ:夕

11値位 氏名 反収量(kg） ﾕiz均糖分(％） 反収金額〈11:）

伏見衝 4,591.7 ﾕ７．７ 84,625 

２ 花）」稔 4,845 1７．０ 84,545 

３ 長繩義・博 4,669 1７．１ 82,133 

亀代務 4,446 1７．６ 81,3]９ 

林ｲﾆｰ郎 4,422‘ 1７．５ 8ｑ259 

1Ｈｉ崎敬造 4,16Ｌ 二7.8 77,270 

７ 松１tＩ征エ 4,046、 ﾕ８．０ 76↑275 

８ !鷺原安浩 4,254 1７．３ 76#035 

９ 長渕重樹 4,257 1７．２ 75↑480 

1０ 佐々木沼鮒 4,08ｑ５ 1７．６ 74,632 



今
年
も
あ
と
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
？

今
年
一
年
は
ど
ん
な
年
だ
っ
た
で
し
ょ

う
か
？
家
計
簿
で
今
年
一
年
を
振
り
返

っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

せ
っ
か
く
つ
け
た
家
計
簿
も
、
活
用

し
な
け
れ
ば
意
味
の
な
い
も
の
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
今
年
一
年
の
生
活
費

は
い
く
ら
だ
っ
た
の
か
、
各
費
目
は
ど

れ
く
ら
い
か
か
っ
て
い
る
の
か
、
生
活

状
態
を
知
る
上
で
も
家
計
簿
を
整
理
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

●
食
賛

家
族
が
健
康
で
生
き
て
い
く
た
め
に

必
要
な
縄
費
で
、
家
計
に
占
め
る
割
合

も
多
い
も
の
で
す
。

冷
蔵
庫
の
中
に
い
つ
も
食
品
が
あ
ま

暮叺の

っ
て
い
て
、
奥
の
ほ
う
で
干
か
ら
び
た

り
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
毎
日
の
食
事
は

栄
養
が
か
た
よ
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
自

家
生
産
物
は
卜
手
に
使
っ
て
い
る
で
し

ょ
う
か
。

ち
ょ
っ
と
の
工
夫
と
気
づ
か
い
で
健

康
な
食
生
揺
が
保
た
れ
、
ま
た
、
食
費

の
む
だ
使
い
が
押
え
ら
れ
ま
す
．

●
光
熱
費

食
費
と
同
様
に
生
活
に
は
か
か
せ
な

い
も
の
で
す
。
反
而
、
浪
費
し
や
す
い

も
の
で
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
問
題

か
ら
も
、
我
が
家
の
光
熱
費
を
点
検
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

●
交
際
費

人
間
関
係
を
円
滑
に
す
る
た
め
に
必

宗早、

北根室地区農業改良普及所

'１４活lﾉV拝から､みたi惨NJTのポイン

卜
｜
間

要
な
藪
用
で
す
が
、
必
要
以
上
に
堵
入

す
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
贈
り
物
に

は
心
の
こ
も
っ
た
手
づ
く
り
の
品
を
。

金
額
よ
り
も
心
の
充
実
を
大
切
に
し
ま

し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
｜
つ
ず
つ
の
項
目
を

点
検
す
る
と
少
し
の
工
夫
と
努
力
で
減

ら
せ
る
も
の
や
、
無
計
画
の
結
果
が
あ

ら
わ
れ
た
も
の
な
ど
が
見
え
て
き
ま
す
．

ま
た
、
年
末
の
集
計
が
出
た
ら
、
家

族
に
公
開
し
話
し
合
い
を
も
っ
と
良
い

で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
デ
ー
タ
ー
を
生

か
し
て
、
来
年
の
予
算
を
立
て
て
、
よ

り
良
い
藤
ら
し
を
考
え
て
い
き
ま
し
ょ

1m ’ EＩ 

●新製品の鶏,Eや喧デノレチ
ニ少孕｡

●賎器の故糠や破瓶
●擁室の千人九

件●ＩＨＩ二食べる食,Mlq冗数は

●食品のパランえば

●健康状態'二適した献立か
●給食のfTtは適当か

●家族離成と食211内容との
ｉｍｆｎ 

ｏ食べらfLる物音；fiててい

ないか

●コーと－や酒や+:ほこ轍

筥⑪噌好品

●ｹﾄ食や鋼哩積み食,IHIのマリ
m 

ll袷や自宅での調理や加
Ｔ： 

食龍活に－jいてｸ)京鵬の
斜rＦ

中

U［ 

匙

●冷艫場のえ’1シ羊切1J什

息や燃料の凋節

●航ｲﾄﾞの火j｣調節
･1iL気、ガス、水泣赤と勿
桃用

･光熱MII係の膿奥の手入ＺＬ
や鯵班

●漏砿、水温皿など
●照鞘の町る埒i潟節

●熟効率

』皇
旅

ｌ冠､

漏

熱

●議育〃針

●雛lll1Wlや匠乳の鳶ﾛﾌﾞ：え｣プ

●１lbをたいせつにし．１蜂Ｉｊ

Ｔろしつけ

●１，と゛もの体や心の趣康

●教fiYYのiII傭
●'12活":'マリーー”しつ|ラ

『
７

予
算
を
立
て
る
と
き
は
、
初
め
は
あ

ま
り
無
理
な
く
、
徐
々
に
生
活
を
見
直

し
て
い
き
、
よ
り
良
い
も
の
に
な
る
よ

う
に
補
正
す
る
気
持
ち
で
立
て
る
と
良

■
『
□

い
て
１
７

予
算
生
活
を
す
る
こ
と
で
、
足
り
な

い
足
り
な
い
と
い
っ
て
い
た
頃
よ
り
、

物
質
的
に
は
す
っ
き
り
と
、
精
神
的
に

は
ゆ
っ
た
り
と
暮
ら
せ
る
よ
う
に
な
る

で
‐
し
よ
う
。

さ
て
、
我
が
家
の
家
計
は
ど
う
で
し

ょ
う
か
。

●ぬ可危にrIll譜Ｌ丘ぃ式服

●衣)1M鼎｣身､'》lnlリワ〕IHIの，‘

－ゲ汐セール

●童服や待ち物”ｆＩ用

･沈弼や修理
●衣服や漉只などの｢)７１

－ム

ＤＩＬ服そのＩｌｕの必要漁衣服
や持ち物

●流行にと二Ｌ］’て

殻

衣

百

小

活 ●剛'1物

●来客の接待

●予祇やはがき

●おi}沙１７や喬典や兇咋命

など

●池,1Jｉ

愛

際

●TIL抗磯器鋤ｷﾞﾘ蝉

●そグ)他⑪家窪隙耐久品

IＦ 

:蕊:i::急Ⅱ：
●,if面的な貯街や係馳

●llilffや保趣の方法
●保険や輿ifiへのhllへ
●繩陥.l::Iや搬徐ｎｉＩＩ([M１

11F 

活 .Ｆ入2１ [iii 

２"’ 

ＨＩＨＩ 質Ⅱ1１

賀彊活

『Ｌ

活

圧上活

●１１に食べる食砧")数{よ
●食品のバランス1全

●健康状態【二適した献立か
●給食の価は適当刀、

●家族離成と食211:､存との
iNlfn 

●食べらfLる物藍jfiてこ十ｐ

ないか

●ｺｰｰ芒一や酒やたばこ本

旨の噌好品
●ｹﾄ食や鋼哩摘み食;H1;のﾏリ

''1袷や自宅での調理や加

食ｻｮ活につL]てｸ)京鵬の
轡ぴ

●ぬ可だ;二rllj謝し嘩乃､火皿

●衣１１Mや身､'》lnlIj‘〕;\;のバ

ー`テン電一一”

●玄皿や侍ち物⑪'１!;Ｈ
･沈Tmや修理
●衣服や漉具などの｢)７１

・・ム

OlL服そのlluの必要な衣HＭ
や持ち物

●流行【-.ｆ２Ｌｐして

OTE抗機器”利Iヨ

●そめ他の京窪瞬耐久品

●京蕊や家嵯川IRI`)パーーゲ
ンセ・ル

●家!;1ﾊﾟ』家塵jll1品"〕I夢理や
国』皀入ｊＬ

住小町活

尤

熱

戦

育

英

鑑

耗済準備

●新型鏑の発売やモデルﾃﾞー

●催器の故糠や砿111
●住宅の手人ｵ！

・帝囎曝のス`イッチⅥ1J件
携.やlMlilPIの凋節

●航ｲﾄﾞの火ﾉj調節
●1[気、ガス、水近などの
桃｢.；

･光熱l9I係の膿XLの乎入ZＬ
や鯵班

●漏砿、水温!Lなど

●照【鞠の町る埒i調節
●熱効

●教育が針
●学lii;W;や｣尿其のあたえノブ
●１lbを九ｷﾛ-せつにし．１蜂肘

1~ろしつけ

●１．･ど\,のlｲｴや心の趣康

●教育1YのfIl傭
●'↓.活"〕･マリ-..”しつ:ラ

●Ｋｉｌｌ･;物

●米客の繊待

●手紙やはがき

●お祝い(ifや喬典や兇咋危

腰と

●iiLI1Ji 

●,i:面的悪･貯荷や保仙
・llfi:瀞や保趣の方法
●保険や輿ifiへの力１１入
●繩麟.l::Iや搬金のfIlIl§

生活内容からみたi惨Mﾘr'>;ＩＦインＬ



北
根
室
地
区
農
村
女
性
講
座
が
十
月

二
十
几
ｕ
、
雪
印
乳
業
中
標
津
工
場
研

修
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
一
一
れ
は
、

標
津
、
計
根
別
、
中
標
津
町
農
協
の
豆

農
協
合
同
に
よ
る
研
修
会
で
、
毎
年
．

回
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

今
回
は
地
尤
農
畜
産
物
を
使
っ
た
ア

き
Ｌ－ 

、

【く」 ３ ９ 
刀

(づ） ７ ｂ 

キララガールも美味しい料理に
花を添えてくれまＬた

催
さ
れ
、
有
意
義
な
一
［
Ｈ
と
な
り
ま
し
た
。
一

イ
デ
ィ
ア
料
理
〈
ミ
ニ
ス
テ
ー
キ
、
テ

ィ
ラ
ミ
ス
な
ど
五
品
Ｈ
）
に
挑
戦
し
、

出
来
卜
か
つ
た
料
理
で
バ
イ
キ
ン
グ
パ

ー
テ
ィ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
、

き
ら
ら
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ガ
ー
ル
を
招
き
、

米
消
費
拡
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
「
農
村
女
性
の
役
割
」

と
題
し
、
中
央
会
巾
‐
付
氏
の
講
演
も
開

u瀞１
/白田目、

『

熟駕篭巍繍皇
｢－『

■函二 ﾛ 

JＡ婦人部と
つくしの会との
交流会

去
る
＋
｜
月
．
日
、
Ｊ
Ａ
婦
人
部
Ｌ
｜

つ
く
し
の
会
（
中
標
瀧
町
呆
け
老
人
を

文
え
る
会
）
と
の
交
流
会
か
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

交
流
全
て
は
、
つ
く
し
の
会
の
活
動

内
容
か
ら
始
ま
り
、
ボ
ケ
踏
人
を
か
か

え
る
家
族
の
実
状
、
ま
た
、
も
し
親
か

ボ
ケ
て
し
ま
っ
た
ら
ど
う
し
た
ら
い
い

ボケさせ、
ないため、

ボケない
ためには

二iii三EII3 津'(’'１ﾎﾞヅ
唇＝

の
か
、
ボ
ケ
老
人
へ
の
接
し
方
．
そ
し

て
、
ボ
ケ
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め

に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
の
か
な
ど
の
ア

ド
バ
イ
ス
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

懇
談
会
で
は
貴
重
な
お
話
を
聞
か
せ

て
い
た
だ
き
、
参
加
者
も
真
剣
に
耳
詫

傾
け
て
い
ま
し
た
。

’プ
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一一一

`r［す

楽しく学んだ英会話
二んなに真剣に勉強するのは何年ぶり？

婦人部活動の新企画として開催された英
会話講座が､１０､１１月の２カ月、計７回行な
われました｡講師は､町内の中学生の英語指

導助手としてオーストラリアから派遣され
たレェイチェルさん。日本語は２年間勉強
してきたとあってとても上手。しかし、レッ

スンはすべてイングリッシュ。先生からの

質問に対し日本語を使うものなら「レッツ
トライ」と、なかなか厳しいものでＬﾌﾟﾆ。
最後のレッスン終了後、受講者で食べ物
を持ちよりミニパーテイーを実施し、楽し

７戸

ｳﾞ零頁
HTn 

h＄ 

巳､

鱗■ 

ﾊﾟーーコ

お互い英語でのやりとり､テキストを見ては
し､'十ないの〒す<講座を終了いたしました。

趣味と実益をかねた交流釣り大会
中標津地区青年部、共済組合中標津支所主催による交流夜釣１１

大会が１１月１３日、野付海岸で行なわれました。

この日は風、波も少なく釣りには絶好のコンディション、釣り

開始の会図と共に大物ねらい第１投。開始早々秋アジを釣り上げ

る人もいて、我竿にも秋アジをと、参加者それぞれ竿先を見る目

は真剣そのもの。潮まわりも良かつﾌﾟﾆｾﾞいか大マイ、コマイが間

隔よく釣れました。大会終了後は焼肉を囲み、夜遅くまで楽しく

交流が行なわれました。

q 

竺己､兇

戸
勲 ､＝ 

;iJjiiji 
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Ⅱ
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圏

県’ 寧藝鴎
■ 

胃已昏＝罫ローーマ子 ＝ぞ.＝鍔歸畳屋＝電曇墨璽塞；
百一司瀧＝毒零了司

￣ 

崇津地込

かぼちゃまつり！

中標津地区青年部による「かぼち

ゃまつり」が１１月１日開催。

５月に種を配り部員全員に育てて

もらいましたが、今年は長雨、天候

不|||頁により生育はいまいちで、１０個

行■塗、

''''''１，illllllllll1I， 

鑿
１ 

.ご『』．

wlIlF ’ 
ＭＩ 

Ｉ、！

'Ｉ 聾［

鍵ilrl1liii 
のかぼちゃしか出品されませんでした。大きさ、

重さも昨年の半分ほどでちょっとガッカリ。

しかし、家族揃ってのおまつりとあって、大人
も子供も焼肉jIi-REf]んで葵［〈寺涛涛零紡菜生一

Ｌ『１ｌｐｑ］

一応大きい１１面に並べてみましたそば100噂以上のカボチャをと意気込んでおりました，

ヱタ



年末の業務日程

備考１２月３０日耐 １２月３１日(木１２月29日ｌｊｋｌ１２月２８日(月］１２月２７日(日

休み平常業務 平常業務平常業務休み艘業務

午後３時まで平`常営鰯業平常営業休み貯金、クミカン、為替 平常営業

平常鴬･業 午後３時まで平常営業休み 平常営業

２８１１－３０１１は

午前9:['0-21昌鮎:甑

1311.20Ｕ・醜11酋漣
平常営業 平常営業平常営業 午後１時まで平常営業

桜令･凪給illllDiは

23ii卿荷斑Ｌ＝

十

平常営業平常営業 午後２時鼓平常営業 平常嵩.業
ｹﾞｺﾞｰ、

受付は

午後211鎧1！
受付は午前

１１時まで
平常業務平常業務 平常業務

12時室で受付平常業務 平常業務平常業務休み

２Ｒ管理購買委員会

２日婦人部とつくしの会交流会

４Ｕ－６Ｅｌ内部審査

５Ⅱ鞘１０回理事会

１２日～13日新クミカン制度説明会

１４日第１１回理事会

１６日酷対役員会

171」酪農委員会

27日第３回第３次農業振興計iilTi策定委員会

27日婦人部生け花教室

アー、

平
成
四
年
も
残
す
と
こ
ろ
後
わ
ず
か
と
な

Ⅱ
ま
し
た
が
、
師
走
の
Ⅱ
と
い
う
の
は
何
と

も
あ
わ
た
だ
し
い
も
の
で
す
。
－
｜
｜
月
か
ら

始
ま
っ
た
営
農
計
両
書
樹
立
は
、
順
調
に
行

っ
て
い
ま
す
か
？
。
例
年
よ
り
約
二
ヵ
月
ほ

ど
早
い
わ
け
で
す
か
ら
、
多
少
と
ま
ど
い
も

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
一
年
に
一
回
は
必
ず

作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
す
か
ら
、

頑
張
っ
て
頂
き
た
い
も
の
で
す
。

さ
て
、
今
年
一
年
を
振
り
返
り
、
皆
さ
ん

に
と
っ
て
は
ど
ん
な
年
で
し
た
か
？
年
明
け

早
々
に
結
論
が
出
る
か
仁
思
え
た
ウ
ル
グ
ア

イ
’
ラ
ウ
ン
ド
、
今
人
詰
め
を
迎
え
よ
う
と

し
て
い
る
。
ま
た
、
バ
ブ
ル
崩
壊
に
よ
る
影

響
で
消
費
の
低
迷
も
大
き
く
、
乳
製
品
の
庄

庫
も
だ
ぶ
つ
き
気
味
。
さ
ら
に
牛
肉
Ⅲ
山
化

の
波
は
上
き
く
、
乳
牛
個
体
価
格
は
依
然
低

迷
を
続
け
て
い
ま
す
。

や
は
り
今
年
も
厳
し
か
っ
た
と
し
か
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、

厳
し
い
と
ロ
で
言
っ
た
と
一
一
ろ
で
、
何
も
解

決
に
は
な
ら
な
い
の
で
す
。
今
年
の
反
省
を

踏
ま
え
、
来
年
の
計
阿
樹
逝
に
向
け
皆
ん
な

で
知
恵
を
出
し
合
い
、
厳
し
さ
を
乗
り
越
え

て
行
き
た
い
も
の
で
す
。

そ
れ
で
は
皆
さ
ん
良
い
年
を
お
迎
え
下
さ
い
。

編
一
美
一
後
一
記

編

集

後

鶉

●発行.中標達町農業協同組合●編集･経営相談課組織広報係公2-3275●発行年月日・平成４年１２月１０日
２掌

１２月27日(日） １２月28日(月） １２月29日Uk） 12月30日伽 １２月31日(木) 備考

一般業務 休み 平常業務 平常業務 平常業務 休み

貯金､クミカン､為替 休み 平常営業 平常営業 平常営業 午後３時まで

ＡＴＭ 

(現金璃動文払･朧〉
休み 平常営業 平常営業 平常営業 』,鳥後３時蕊

ストア 平常営業 平常営業 ﾊﾄﾞ常鶯業 ﾕＩｚ常営業 午後１時まマ

28i1..80;iiA 

午緬9:[10~』'二鮎:釦
13:1.2011.魁11営壊

給油所 平常営業 ､!z常営業 :亟常営業 jiz堂営業 ﾑﾆ後２時託
桜令･IZ綣ilhlW･は

235iiMO祷鰡.＝

人二授精
受ｲｵは午前

ﾕ1時まで
平常業務 平常業務 可z常業務

受付は

午後２;i識Ｗ

乳質検査
(体細１１@､抗菌･'１:物質）

休み 平常業務 平常業務 了Iz常業務 121艫で受｛tｊ




